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【要旨】
　琉球列島において、イノシシ属（Sus）は後期更新世のシカ類絶滅以降、唯一の中・大型哺乳類となった。
遺跡からは大量のイノシシ属の遺骨が出土し、先史時代においてイノシシ属が重要な食料資源であったこと
が示唆される。しかし、イノシシ属がどのように琉球列島に渡来したのか、また家畜であるブタがいつ導入
されたのか明らかではない。本研究では、後期更新世から縄文時代にかけて琉球列島の遺跡から出土したイ
ノシシ属の歯や四肢骨を分析し、体サイズや死亡年齢構成を調査した。これにより、イノシシ属の地理的・
年代的な変化を明らかにし、先史時代のイノシシ属利用について議論する。
　先行研究では、縄文時代のイノシシ属が小型であったことが指摘されている。本研究では、さらに沖縄本
島や先島諸島の異なる遺跡でイノシシ属のサイズを比較し、完新世初期から縄文時代にかけてイノシシのサ
イズが小型化し、その後現生リュウキュウイノシシのサイズに近づくことを確認した。白保竿根田原洞穴遺
跡から出土したイノシシ属は、サイズの変異幅が大きく、完新世初期に新たに導入された可能性が考えられる。
　また先行研究では、琉球列島の縄文時代の遺跡で家畜化されたブタが飼われていた可能性が指摘されたが、
本研究で調査した遺跡のイノシシ属は大部分が野生個体であると考えられる。波照間島の下田原貝塚のイノ
シシ属は、他の遺跡と異なる年齢構成を示し、島外から持ち込まれた可能性が考えられる。
キーワード：リュウキュウイノシシ、先史時代、体サイズ、年齢構成

【Abstract】
Since the Late Pleistocene, Sus has been the only medium to large mammals that inhabit the Ryukyu Islands 
of southern Japan. Archaeological excavations have uncovered numerous Sus remains, indicating that Sus 
were one of the significant food resources for prehistoric populations. However, the origins of wild boars in 
the Ryukyu Islands remain unclear, and it is uncertain when domestic pigs were introduced. 
This study analyzes Sus remains from archaeological sites spanning the Late Pleistocene to the early 
Holocene and Jomon periods in the Ryukyu Islands. We examined the morphological characteristics and kill-
off patterns of wild boar remains, evaluating geographical variation and chronological changes. Size 
comparisons were made using measurements of teeth and limb bones.
Previous studies noted that some Sus from early Jomon sites were small. Our research explored the size 
variations of Sus across different sites in Okinawa and the Yaeyama Islands and revealed a decrease in Sus 
size from the early Holocene to the early Jomon period. Then the size of Sus approached that of the modern 
Ryukyu wild boar. Large size variation of the Sus remains from the Shiraho-Saonetabaru Cave site suggests 
that Sus may have been reintroduced to the islands during the early Holocene.
While previous research suggested that domestic pigs might have been kept at early Jomon sites in the 
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1 ｜はじめに

　本研究で対象とする琉球列島は、九州から台湾の間に

連なる島々で構成され、地形、地質、生物地理学的にト

カラ海峡とケラマ海裂を境に北琉球（大隅諸島、トカラ

列島）、中琉球（奄美群島、沖縄諸島）、南琉球（宮古列

島、八重山列島）に分けられる（図 1）。琉球列島は石

灰岩によって形成されるカルスト洞穴など、遺物の保存

に適した環境であり、後期更新世から完新世の人骨、動

物骨が多く出土する。

　イノシシ属はユーラシア大陸に広く分布し、重要な食

料資源として、先史時代より世界各地で人類に利用され

てきた。琉球列島においても、白保竿根田原洞穴遺跡（石

垣島）で完新世の層位から出土したイノシシ属の四肢骨

に人為的解体痕が確認され（沖縄県埋蔵文化財センター

編 2017）、完新世にはイノシシ属が利用されていたと考

えられる。しかし、イノシシ属が琉球列島へいつ、どの

ようにして渡来したのかは明らかにされていない。また、

野生のイノシシを家畜化したブタ（どちらも学名は Sus 

scrofa）は大陸から琉球列島に持ち込まれたとされるが、

その時期や経緯についても議論が続いている（e.g. 高橋 

2014；Matsui et al. 2002；Takahashi et al. 2012）。

　本研究では、先史時代における琉球列島のイノシシ属

の出現に関する問題と、イノシシ属の家畜化に関する問

題について検討するために、琉球列島の旧石器時代～縄

文時代（表 1）の遺跡から出土したイノシシ属の四肢骨

と歯を用いたサイズ分析や死亡年齢推定の調査を行っ

た。なお、野生イノシシ・家畜ブタの区別をつけない場

合はイノシシ属と表記する。

2 ｜�琉球列島のイノシシ属に関する先行
研究と問題設定

（1）琉球列島におけるイノシシ属の出現
　リュウキュウイノシシ（Sus scrofa riukiuanus）の出

現経緯については、イノシシ属の琉球列島への渡来に人

間が関わっている可能性があり、現在も議論が続いてい

る。かつてリュウキュウイノシシは、南方から持ち込ま

Ryukyu Islands, our analysis of the age profiles of the Sus remains from archaeological sites indicated that 
wild Sus were predominant. An exceptional case was the kill-off patterns at a Late Jomon Shimotabaru shell 
mound on Hateruma Island, where the pattern was different from those at other early Jomon sites, 
indicating that the Sus were brought into this island from elsewhere.
Keywords: Ryukyu wild boar, prehistoric times, body size, age estimation

図 1　琉球列島の位置

表 1　琉球列島の時代区分

山崎（2015）を改変
丸番号は図 2、図 3 の遺跡と対応する

中琉球 南琉球
3万5000年前
3万年前

ピンザアブ洞⽳①
⽩保竿根⽥原洞⽳遺跡②
港川フィッシャー遺跡③

1万5000年前
草創期
早期 ツヅピスキアブ洞⽳④

伊礼原遺跡⑤
野国⾙塚群B地点⑥
新城下原第⼆遺跡⑦

5000年前 中期 下⽥原⾙塚⑧
4000年前 後期 古我地原⾙塚⑨

晩期

年代
時代区分
（本州）

琉球列島
本論で扱う遺跡

旧⽯器
旧⽯器時代

旧⽯器時代
2万年前

1万年前

縄⽂ 縄⽂時代
（⾙塚時代前期）

前期

下⽥原⽂化期
7000年前
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れたブタが再野生化したものであるといわれていた（直

良 1937）。しかし、今泉（1973）はリュウキュウイノシ

シとニホンイノシシ（Sus scrofa leucomystax）の形質

の違いを議論し、現生の本州産のイノシシと琉球列島の

イノシシの骨格形態を比較した結果、リュウキュウイノ

シシにはブタよりも原始的な形質がみられ、ブタが再野

生化したものではないとした。また、Endo（1994）は

西表島産のリュウキュウイノシシの頭蓋骨と下顎骨の計

測結果をもとに、ニホンイノシシや他のブタの形態と比

較し、リュウキュウイノシシとニホンイノシシの骨形態

の違いは、島嶼環境に適応した結果であることを示した。

　琉球列島の遺跡のイノシシ属の出土状況から、イノシ

シ属が出現または増加していくのは約 2 万年前であると

考えられている（e.g. 長谷川 1980；藤田 2014）。琉球列

島へのイノシシ属の移動に関して、以前はヴェルム氷期

最盛期にアジア大陸と琉球列島間を結ぶ陸橋を渡って来

たとされた（長谷川 1980）。しかし河村（1998）は台湾

から沖縄本島に至る哺乳動物相について、沖縄本島の後

期更新世と、同時期の大陸の哺乳類化石群衆との間に違

いがあることから、陸橋の存在に否定的である。

　陸橋がない場合、イノシシは海を泳いで来たか、人間

が運搬したと考えられる。イノシシは泳ぎが上手いが、

琉球列島で繁殖できる数のイノシシが 100km 以上の海

を泳ぎ到達したことは考えにくい。島に人間が動物を持

ち込んだ最古の例は、完新世初期のキプロス島で報告さ

れており（Vigne et al. 2012）、この時期に人間が生きた

動物を運ぶことができたことを示している。したがって、

琉球列島で人間が船を使ってイノシシを運搬した可能性

は排除できない。

（2）琉球列島へのブタの導入
　日本本土へ大陸からブタが導入されたのは弥生時代で

あると考えられている（西本 1991、1993）。琉球列島に

おいては、ブタの持ち込みに関する先史時代の考古学的

証拠は希薄である。文献記述では 14 世紀のものが最古

とされ（伊波 1979）、1385 年には中国から種豚を移入

したことが記されている（安里ほか 1995；田崎 2021）。

　一方、近年の研究で琉球列島へのブタの導入時期は先

史時代まで遡る可能性が指摘されている。伊江島の具志

原貝塚（約 5,000-2,000 年前）では、現生のリュウキュ

ウイノシシよりも大型な個体が確認された。なかにはニ

ホンイノシシよりも大きく、現生ブタに酷似する大きさ

の個体も含まれていたとの報告があり、島外よりブタが

導入され、飼育されていた可能性が示された（松井 

1997）。また沖縄本島の野国貝塚群 B 地点（約 7,200-4,400

年前）からは、大量のイノシシ属の骨が出土し、サイズ

がリュウキュウイノシシよりも小型であることが指摘さ

れた。サイズの小型化は家畜化の指標の一つであること

から、野国貝塚群 B 地点のイノシシ属が家畜ブタであ

る可能性が示唆された（Matsui et al. 2002）。同遺跡では、

炭素・窒素同位体分析が行われ、高い窒素同位体比を持

つ個体がいることが明らかになり、給餌されたイノシシ

属の存在が示唆された（Minagawa 2005）。しかし、米

田ほか（2017）による白保竿根田原洞穴遺跡（石垣島）

の後期更新世から完新世初期のイノシシ属の炭素・窒素

同位体分析では、この時代のイノシシ属も窒素同位体比

が高いことが示された。これは、琉球列島の自然生態系

の特徴は本土よりも窒素同位体比が高い可能性があるこ

とを示唆している。したがって、野国貝塚群 B 地点に

おけるイノシシ属の食性や給餌に関する問題には、さら

なる検討が必要である。また古 DNA 分析では、現生の

リュウキュウイノシシよりもアジアの系統に近い個体が

いたことが示され、先史人類による外部からの導入が

あったと指摘された（高橋 2014）。下顎骨の形態分析で

は、野国貝塚群 B 地点のイノシシ属について、新美・

盛本（2021）は家畜化に伴う下顎骨の短縮がみられると

指摘し、家畜化されたブタまたはその子孫が含まれてい

る可能性を論じている。しかし、四肢骨に関する詳細な

分析は行われておらず、野国貝塚群 B 地点に家畜ブタ

がいた可能性についてはさらなる検証が必要である。

（3）本稿における問題設定
　琉球列島におけるイノシシ属の出現経緯について、現

状ではイノシシ属の琉球列島への渡来に人間が関わって

いる可能性について議論が続いている。また、後期更新

世と完新世の遺跡から出土するイノシシ属の系統が同じ

であるのかについても明らかではない。

　琉球列島へのブタの導入に関する問題では、飼育個体
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が存在するとされた野国貝塚群 B 地点のみが特殊な事

例なのか、同時代の他の遺跡のイノシシ属をあわせて検

討する必要がある。また、先行研究では個別事象として

捉えられているため、各遺跡における出土イノシシ属集

団全体を検討し、家畜群にみられるような形態や年齢構

成などの傾向が見られるか検証する必要がある。

　以上から、本研究では後期更新世〜完新世初期、縄文

時代早期以降の、イノシシ属が琉球列島に出現した経緯

および琉球列島へのブタの導入について明らかにするた

めに、出土骨のサイズ分析と年齢構成をもとに先史時代

の琉球列島のイノシシ属の特徴を明らかにする。体サイ

ズは島嶼化や家畜化、狩猟圧、環境変化などさまざまな

要因の影響を受け変化する。体サイズや年齢構成が後期

更新世〜縄文時代の時期にどのように変化するのか調べ

ることで、人間による利用方法に転換期が現れるのかを

検討する。またイノシシ属の利用方法が沖縄本島や先島

諸島など地域によって変化するのかどうかも検討する。

3 ｜分析資料

（1）遺跡資料
　本研究では琉球列島のイノシシ属のサイズや死亡年齢

構成の通時的変遷と、地理的多様性を検討するために、

後期更新世から完新世初期のイノシシ属が含まれる白保

竿根田原洞穴遺跡（石垣島）、縄文時代前期相当のイノ

シシ属が含まれる伊礼原遺跡・野国貝塚群 B 地点・新

城下原第二遺跡（いずれも沖縄本島）、縄文時代後期相

当のイノシシ属が含まれる下田原貝塚（波照間島）、古

我地原貝塚（沖縄本島）から出土したイノシシ資料の分

析を行った（表 1、図 2、図 3）。以下に分析対象とした

遺跡について簡潔に述べる。

・白保竿根田原洞穴遺跡（図 3 ②）

　白保竿根田原洞穴遺跡は後期更新世から 14 世紀頃ま

での複合遺跡であり、八重山諸島で最古の旧石器時代人

骨や、石英片や土器（下田原式）、貝・骨製品、獣骨等

が出土している（沖縄県立埋蔵文化財センター編 

2013、2017a）。本研究で分析した資料は、Ⅲ A 層（下

田原期）、Ⅲ B 層（完新世初期）、Ⅲ C 層（後期更新世）

から出土したものが中心であり（約 16,000-4,000 年前）、

グスク時代などの資料は含めない。

・伊礼原遺跡（図 2 ⑤）

　伊礼原遺跡は先史時代からグスク時代までの時期を含

む複合遺跡であり、本研究では伊礼原 C 遺跡の低湿地

区から出土したイノシシ資料を対象とする。他にも木製

品や石器、貝・骨製品、獣骨等が出土している。伊礼原

C 遺跡は、伊礼原 A 遺跡と区別されていたが、その後

の調査で同一遺跡として認識され伊礼原遺跡となった

（北谷町教育委員会編 2007）。今回分析したイノシシ資

料は 14 層（曽畑層）から出土したものが多く、14 層の

植物遺体を用いた放射性炭素年代測定の結果から 5010

± 40 yr BP、5120 ± 60 yr BP の値が得られている（大

松・辻 2001）。

・野国貝塚群 B 地点（図 2 ⑥）

　野国貝塚群 B 地点は約 7,200-4,400 年前の遺跡であり、

土器（無文、爪形文、条痕文、室川下層式）や石器、獣

骨や貝製品が出土する（沖縄県教育庁文化課編 1984）。

図 2　沖縄本島周辺と遺跡の位置 図 3　宮古・八重山諸島周辺と遺跡の位置
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本研究で分析した資料は、爪形文、条痕文、室川下層式

土器が出土したⅡ層、Ⅲ層、Ⅳ層のイノシシ属資料が中

心である。

・新城下原第二遺跡（図 2 ⑦）

　新城下原第二遺跡は沖縄本島に位置する縄文時代（貝

塚時代早期）～近世・近代の複合遺跡である。野国貝塚

群 B 地点と同タイプとみられる爪形文土器や、局部磨

製石斧、貝製品などが出土する。イノシシ属は縄文時代

（貝塚時代早期）に多く、放射性炭素年代測定で 6080 ±

50BP（第Ⅸ層）の結果が得られている。（沖縄県立埋蔵

文化財センター編 2006）。本研究で分析した資料は、爪

形文土器が多いⅡ地区の第Ⅸ層から出土したものが中心

である。

・下田原貝塚（図 3 ⑧）

　下田原貝塚は波照間島に位置する下田原期の遺跡で、

下田原式土器、半磨製および局部磨製石斧、尖頭器類、

骨・牙製品などが出土する。第 1 地区から第 4 地区に分

けられ、第 1 地区、第 2 地区の第Ⅲ層では貝塚が確認さ

れている（沖縄県教育委員会編 1986）。本研究では第 1

地区から第 3 地区の第Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ層の資料を中心に分析

したが、特に貝塚が確認された第Ⅲ層の資料が最も多い。

第Ⅲ層から出土したシャコガイと木炭を用いた放射性炭

素年代測定の結果、3550 ± 65y BP、3630 ± 80y BP と

いう値が得られている（沖縄県教育委員会編 1986）。

・古我地原貝塚（図 2 ⑨）

　古我地原貝塚は沖縄本島に位置する約 3,800 年前の遺

跡である。古我地原貝塚では、竪穴式住居、炉跡などの

生活址が検出されるとともに、面縄前庭式土器、嘉徳Ⅰ

式土器や石器、貝・骨製品が出土している（沖縄県教育

庁文化課編 1987）。本研究では面縄前庭式土器、嘉徳Ⅰ

式土器を含むⅡ層、Ⅲ層、Ⅳ層から出土した資料を中心

に分析した。

　野国貝塚群 B 地点、新城下原第二遺跡、伊礼原遺跡

は沖縄本島西海岸の沖積地に位置しており、それぞれの

遺跡間の距離は約 7km であり、立地環境はほぼ同じで

ある。

　下田原貝塚は波照間島の縄文時代後期に相当する遺跡

であり、白保竿根田原洞穴遺跡と同じ南琉球の八重山諸

島に位置しているため、完新世初期の白保竿根田原洞穴

遺跡出土のイノシシ属との時期差による比較に役立つ。

本研究では面縄前庭式土器や嘉徳Ⅰ式土器（奄美系）が

出土する古我地原貝塚と、下田原式土器（南方系）が出

土する下田原貝塚を同時期の遺跡として扱う。ただし、

両遺跡は時期が同じでも文化圏が異なるため、交易など

のネットワークが異なる可能性があることは考慮する必

要がある。また、波照間島のように、イノシシ属が生息

する大きな島に衛星的に付属する小さな島では、現在イ

ノシシ属は生息していない。遺跡の居住期にはイノシシ

属が生息したか、島外から持ち込まれたとすると飼育さ

れた生体を持ち込んだか、肉のみの搬入かなど、多角的

な検討が必要である。さらに、波照間島は南琉球に位置

し、中琉球の沖縄本島の野国貝塚群 B 地点や新城下原

第二遺跡、伊礼原遺跡との地理的な区分が異なるため、

地域差による比較が可能であると考えられる。

　本研究で扱う資料により、立地環境的には沖縄本島（伊

礼原・野国・新城下原、古我地原）と八重山諸島（白保、

下田原）が比較可能であり、時期的には完新世初期（白

保）の時代から、縄文時代前期（伊礼原、野国・新城下

原）、縄文時代後期（下田原、古我地原）と時代を経た

比較が可能となる。

（2）比較資料
　比較資料としてピンザアブ洞穴（約 25,000 年前、宮

古島、図 3 ①）のイノシシ属の下顎第三後臼歯（M3）

の計測値を使用した。さらに、長谷川ほか（2018）の港

川フィッシャー遺跡（約 20,000 年前、沖縄本島、図 2 ③）

出土のイノシシ属の歯の計測値1）と、Kawamura et al. 

（2017）のツヅピスキアブ洞穴（約 9,000 年前、宮古島、

図 3 ④）出土のイノシシ属の M3 の平均値を用いた（図

2、図 3）。

4 ｜分析方法

（1）サイズ分析
　本研究では、四肢骨と歯を使用しサイズ比較を行った。

家畜化の初期段階で動物のサイズは小型化することが示

されている。たとえば、Uerpmann（1979）は新石器時

代の偶蹄類のサイズを、Log size index 法（LSI）を用
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いて比較し、家畜化に伴い小型化が顕著に現れることを

示した。本研究のサイズ分析でも、複数の部位をまとめ

て計測値を比較するために、LSI を用いた（Meadow 

1999）。LSI は完形の資料が少ない遺跡でも異なる部位

の計測値を合わせて比較できる方法である。完形の骨格

を「標準個体」とし、出土資料の計測値を標準個体の同

じ部位の計測値と比較する。

　LSI は、LSI ＝ log(x) - log(s) の数式で計算される。

標準個体（s）と出土資料（x）の計測値を対数（Log10）

に変換し、出土資料の対数から標準個体の対数を引く。

これにより出土資料は標準個体よりどのくらい大きい

か、小さいかを示すことができる（LSI ＝ 0 は標準個体

と同じサイズであることを示す）。本研究では、姉崎に

よる現生リュウキュウイノシシの計測値データ（長谷川

ほか 2018）2）を標準個体として使用した。また、四肢骨

は主に肩甲骨、上腕骨、橈骨、尺骨、中手骨、寛骨、大

腿骨、脛骨、踵骨、距骨、中足骨、指骨の複数の計測点

を、Driesch（1976）に基づいて計測し、現生リュウキュ

ウイノシシを標準個体としてサイズを比較した。四肢骨

の長さは体長に、幅は体重に相関するため、LSI は長さ

（Length）と幅（Breadth）に分けて算出した。長さの

算出は主に最大長（GL）から、幅の算出は主に骨端の

最大幅（Bp、Bd、Dp）と骨幹の幅から行った。この分

析では、明らかに幼獣に由来する骨や、関節部分が未癒

合で、骨の成長が終了していないと判断した資料は除い

た。

　家畜化に伴い、臼歯のサイズも小型化することが指摘

されており（Flannery 1983）、本研究でも家畜ブタが含

まれているか検討するために Driesch（1976）に基づい

て M3 の最大長と最大幅を計測し、サイズを比較した。

一方で、M3 を用いた比較は成獣のみの比較となり、

M3 萌出以前の若い年齢で利用される家畜群や狩猟圧が

高いグループのサイズは反映されない。そこで本研究で

は LSI を用いて、下顎第四前臼歯（P4），第一後臼歯

（M1），第二後臼歯（M2）の最大幅を、現生リュウキュ

ウイノシシを標準個体として遺跡別に比較した。幅の計

測値は、歯の咬耗の影響を受けず、また雌雄差がないた

め、全体として把握することができる（Anezaki et al. 

2013）。

　各遺跡間の統計解析による比較では、M3 の最大長、

P4・M1・M2 各歯の最大幅の LSI 値、および四肢骨の

LSI 値を解析対象とした。解析手法としては、正規分布

や等分散性の仮定を必要としない Kruskal-Wallis 検定を

実施し、下位検定として Dunn 検定を用いた。なお、多

重比較による誤判定を避けるために、Holm-Bonferroni

法で補正し、有意水準は 5％に設定した。

（2）年齢推定
　飼育下にある個体は、一般的に若い年齢で殺され消費

される傾向にある。飼育されているが、家畜化の初期段

階や、野生群との交雑が頻繁に起こるような飼育環境で

あるなど、形態的な変化が顕著にみられない場合におい

ても、年齢構成の変化が認められることがある（Zeder 

2008；Zeder et al. 2015）。本研究では Hongo（1996）、

本郷（2002）による、四肢骨の骨端部の関節癒合状況か

ら算出される、各年齢段階の生存率推定と、Anezaki

（2009）による歯の萌出・咬耗段階を用いた死亡年齢推

定を行った。

　四肢骨の骨端部の関節癒合状況による生存率推定は以

下の方法で行った。イノシシ属の四肢骨の成長が終わり、

関節が癒合する順番と年齢が明らかにされている

（Silver 1969；Bull and Payne 1982）。本郷（2002）は四

肢骨の骨端の関節を、骨端が癒合し終わる時期で

Stage1、Stage2、Stage3 の 3 段 階 に 分 類 し た（ 本 郷

2002；Hongo 1996）。骨端が癒合した骨は、その年齢段

階を超えて生存していることを示している。ただしその

個体の骨端が癒合した後、どれだけの期間生存したかは

わからない。一方、林ほか（1977）や Anezaki（2009）

らによる歯の萌出と咬耗状況の段階は、死亡時の年齢を

推定することができる。本研究では遊離歯は分析に含め

ず、歯列が残っている資料のみを対象とした。また、歯

の萌出・咬耗段階と年齢との対応関係の表を、Anezaki

（2009）と Legge（2013）をもとに表 2 に示した。

5 ｜結果

（1）サイズ分析
① M3 の最大長の比較

　計測可能な部位が欠損している資料は除き、完形の資
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料のみの結果を示す。分析に用いた資料は、白保竿根田

原洞穴遺跡（n=30）、港川フィッシャー遺跡（n=21）、

伊礼原遺跡（n=31）、野国貝塚群 B 地点（n=179）、新

城下原第二遺跡（n=46）、下田原貝塚（n=75）、古我地

原貝塚（n=28）である。出土資料のサイズを比較した

結果、後期更新世から完新世にかけてイノシシ属の M3

は小型化していることが判明した（図 4）。

　白保竿根田原洞穴遺跡と港川フィッシャー遺跡の M3

最大長は約 21-40mm の分布を示し、他の遺跡よりもサ

イズ幅の変異が大きい。縄文時代前期に相当する野国貝

塚群 B 地点と新城下原第二遺跡は、現生リュウキュウ

イノシシよりも小型の個体が多いが、縄文時代後期の下

田原貝塚、古我地原貝塚では現生リュウキュウイノシシ

と同等の大きさになる。

　統計解析の結果、Kruskal-Wallis 検定では各遺跡と現

生リュウキュウイノシシの 8 つのグループそれぞれの間

に差が認められた（p ＜ 0.001）。さらに Dunn 検定の結

果、野国貝塚群 B 地点と新城下原第二遺跡の最大長は、

他の遺跡および現生リュウキュウイノシシと比べ、それ

ぞれ有意に小さかった（p ＜ 0.05）。一方、野国貝塚群

B 地点と新城下原第二遺跡と同時期である伊礼原遺跡

は、平均値や中央値は他の遺跡と比べて小さい傾向を示

したが、統計的に有意差が認められたのは白保竿根田原

洞穴遺跡と野国貝塚群 B 地点のみであり、その他のグ

ループとの間には有意差は認められなかった（p ＞ 0.05）。

②後期更新世から完新世初期の M3 のサイズ

　図 4 で白保竿根田原洞穴遺跡と港川フィッシャー遺跡

はサイズ幅の変異が広いことが示されたことから、後期

更新世から完新世初期にかけてのサイズ変遷を確認する

ために、ピンザアブ洞穴（n=4）、白保竿根田原洞穴遺

跡（n=28）、港川フィッシャー遺跡（n=21）の M3 の最

大長、最大幅の計測値を散布図で示した（図 5）。また、

白保竿根田原洞穴遺跡の資料は、年代ごとのサイズ変化

を確認するために、層別に色分けした。

　ツヅピスキアブ洞穴のイノシシ属は、M3 の大きさか

ら Cluster A（最大長：24.6-33.4mm、最大幅：10.3-13.6 

mm）、Cluster B（最大長：18.4-23.7mm、最大幅：8.8-

10.4mm）に分けられると指摘されており（Kawamura et 

al. 2017）、2 グループの最大長・最大幅の最大値、平均

図 4　各遺跡の M3 最大長の計測値の分布
平均値（mm）：白保竿根田原洞穴遺跡（28.9）、港川フィッシャー遺跡（28.6）、伊礼原遺跡（24.3）、野国貝塚群 B 地点（22.6）、
新城下原第二遺跡（22.8）、下田原貝塚（25.1）、古我地原貝塚（26.2）、現生リュウキュウイノシシ（25.9）
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値、最小値の範囲が報告されている。後期更新世のピン

ザアブ洞穴のイノシシ属は計測可能な資料が少ないが、

4 点とも最大長が 30mm 以上の個体であり、最大値は

40.2mm である。

　ピンザアブ洞穴とツヅピスキアブ洞穴は同じ宮古島に

ある遺跡だが、後者でサイズが小型化している。これは

島嶼化の影響によるものとされる（Kawamura et al. 

2017）。図 4 で、白保竿根田原洞穴と港川フィッシャー

遺跡のイノシシ属は、サイズ分布が広いことが示された

が、図 5 の最大長と最大幅の散布図でもサイズの変異幅

が大きいことが示された。また白保竿根田原洞穴遺跡と

港川フィッシャー遺跡では、最大長がピンザアブ洞穴の

イノシシ属に近いサイズの M3 が出土した。白保竿根田

原洞穴遺跡の M3 サイズには、年代の古いものが大型で

あるといった層序的な変化は認められず、ツヅピスキア

ブ洞穴のような島嶼化の影響はこの結果からはみられな

い。

③ Log size index（LSI）を用いた歯のサイズ比較

　P4、M1、M2 の最大幅の計測値を基に、LSI で遺跡

ごとのサイズ分布を示した（図 6）。計測できた資料数は、

白保竿根田原洞穴遺跡（n=135）、港川フィッシャー遺

跡（n=279）伊礼原遺跡（n=166）、野国貝塚群 B 地点

（n=717）、新城下原第二遺跡（n=315）、下田原貝塚

（n=214）、古我地原貝塚（n=117）である。M3 の計測

値比較の結果（図 4）と同様に、後期更新世〜完新世初

期は大型のものが多い。縄文時代前期は小型化し、縄文

時代後期は再びサイズが大きくなる傾向がみられた。

　各遺跡出土資料と現生リュウキュウイノシシの臼歯サ

イズを比較した結果、白保竿根田原洞穴と港川フィッ

シャー遺跡では現生リュウキュウイノシシよりも大型の

傾向を示し、伊礼原遺跡、野国貝塚群 B 地点、新城下

原第二遺跡では小型化が認められた。下田原貝塚と古我

地原貝塚のサイズは現生個体に近い値を示した。

　Kruskal-Wallis 検定による統計解析の結果、各遺跡間

および現生リュウキュウイノシシとの間に有意な差が確

図 5　後期更新世から完新世初期の M3 サイズ
※ツヅピスキアブ洞穴の値は Kawamura et al. 2017 を引用
白保竿根田原洞穴遺跡の年代：�Ⅲ A 層（4,000-1,800BP）、Ⅲ B 層（9,500-8,500BP）、Ⅲ B- Ⅲ C or X 層（X: 完新世）、 

Ⅲ C 層（24,000-16,000BP）
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図 7　各遺跡の四肢骨の LSI による比較　上：長さ（Length）、下：幅（Breadth）
（×：平均値，—：中央値）標準個体：現生リュウキュウイノシシ

図 6　各遺跡の P4,M1,M2 最大幅の LSI による比較
（×：平均値，—：中央値）標準個体：現生リュウキュウイノシシ
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認された（p ＜ 0.001）。Dunn 検定による多重比較では、

白保竿根田原洞穴と港川フィッシャー遺跡、野国貝塚群

B 地点と新城下原第二遺跡の各組み合わせにおいて有意

差は認められなかった。これに対し、その他の遺跡間比

較では統計的に有意な差が検出された。なお、下田原貝

塚と古我地原貝塚は、図 6 上では類似したサイズ分布を

示すものの、両遺跡のデータのばらつきが少なく、わず

かな差が統計的に検出されたと考えられる。

④ Log size index（LSI）を用いた四肢骨のサイズ比較

　標準個体には現生リュウキュウイノシシを用いた。四

肢骨の長さは体長に、幅は体重に相関するため、LSI の

結果は「4. 分析方法」で述べたように、長さ（Length：

L）と幅（Breadth：B）に分けて算出した。計測できた

資 料 数 は、 白 保 竿 根 田 原 洞 穴 遺 跡（L：n=30、B：

n=80）、伊礼原遺跡（L：n=13、B：n=135）、野国貝塚群

B 地点（L：n=108、B：n=233）、新城下原第二遺跡（L：

n=35、B：n=141）、下田原貝塚（L：n=117、B：n=227）、

古我地原貝塚（L：n=29、B：n=68）である（図 7）。

　白保竿根田原洞穴遺跡は幅の LSI が現生リュウキュ

ウイノシシと同等である。伊礼原遺跡、新城下原第二遺

跡、野国貝塚群 B 地点は長さ、幅ともに現生リュウキュ

ウイノシシよりも小さい。下田原貝塚と古我地原貝塚は

長さ、幅ともに現生リュウキュウイノシシと同等のサイ

ズになる。白保竿根田原洞穴遺跡の長さの LSI は変異

幅が大きく、平均値と中央値で差があるのは資料数が少

ないことが影響していると考えられる。しかし、伊礼原

遺跡の長さの資料数も 13 点と少ないので、白保竿根田

原洞穴遺跡の資料のサイズのばらつきは、資料数が少な

いことだけによるものではなく、後期更新世の資料と完

新世以降の資料が混在することが原因である可能性があ

る。

　このように四肢骨と歯のサイズ比較から、P4〜 M2、

M3、四肢骨のサイズは、後期更新世から完新世初期、

縄文時代前期にかけて小型化し、縄文時代後期で再び現

生リュウキュウイノシシのサイズに近づくという傾向を

示すことが判明した。

（2）年齢推定
①生存率推定

　四肢骨の骨端部の関節癒合状況による生存率推定に用

いた資料数は、白保竿根田原洞穴遺跡（n=175）、伊礼

原遺跡（n=214）、野国貝塚群 B 地点（n=605）、新城下

原第二遺跡（n=351）、下田原貝塚（n=421）、古我地原

貝塚（n=138）である（図 8）。分析の結果、下田原貝塚

では年齢構成が他の遺跡とは異なることが判明した。

　Stage1（生後〜12 カ月）では、全ての遺跡で 60％以

上が生存している。Stage2（24-36 カ月）は下田原貝塚以

外の遺跡（白保竿根田原洞穴遺跡、伊礼原遺跡、野国貝

塚群 B 地点、新城下原第二遺跡、古我地原貝塚）は 70％

が生存している。なお、Stage2 で生存率が上がるのは、

Stage2 には脛骨、中手骨、中足骨の遠位端が含まれ、こ

れらは癒合していた場合には残りが良い骨が含まれるた

図 9　本州のイノシシ属の生存率（Yamazaki et al. 2002）
トルコの家畜ブタの生存率（本郷 2002）

図 8　各遺跡のイノシシ属の生存率
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めである。このように、Stage ごとに対象とする部位が

異なるため、実際には起こり得ない生存率の上昇が見か

け上起きてしまうことがある。Stage3（36-42 カ月）で

は、野国貝塚群 B 地点と古我地原貝塚が 50％以上生存

しており、白保竿根田原洞穴遺跡、伊礼原遺跡、新城下

原第二遺跡は 30％が生存していた。下田原貝塚では

Stage2 の時点で 30％まで生存率は下がり、Stage3 では

10％以下になった。

　Stage1 を幼獣、Stage2 を若獣〜成獣、Stage3 を成獣

〜老齢とすると、下田原貝塚以外の遺跡では若獣から成

獣に相当する Stage2 から Stage3 の間で生存率が下がる

傾向にある。一方、下田原貝塚では Stage1（幼獣段階）

の生存率は他の遺跡と大差ないものの、その後の各段階

における生存率の低下が他の遺跡よりも顕著であること

が示された。

②萌出・咬耗段階による死亡年齢推定

　四肢骨による生存率推定の結果から、下田原貝塚では

年齢構成が他の遺跡とは異なることが判明したため、歯

の咬耗段階による死亡年齢推定でも同様な結果かどうか

図 10　各遺跡の萌出・咬耗段階
(a): 野国貝塚 B 地点（n=112）、(b): 新城下原第二遺跡

（n=78）、(c): 下田原貝塚（n=29）

を検討する。Anezaki（2009）や Legge（2013）による

歯の萌出・咬耗段階（表 2）3）をもとに、野国貝塚群 B 地

点（図 10a）、新城下原第二遺跡（図 10b）、下田原貝塚（図

10c）出土の資料の年齢分布を示す。横軸の「％」は、

Stage Age in month 
dp4-3 ~1(Reiland 1978)

M1-0-0
M1-0-1 3-5
M1-1 4-5
M1-2 6-8

M2-0-0 6-8
M2-0-1
M2-1 12
M2-2 16-19

M3-0-0 16-20
M3-0-1
M3-1 18-20
M3-2 30

M3-3
36 (Girard 1834), 42 (Clarke et al. 1992),

48 (Matschke 1967)
M3-3＋
M3-3＋1
M3-3＋2
M3-3＋3 96

表 2　萌出・咬耗段階と対応する年齢

Anezaki（2009）、Legge（2013）をもとに作成
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それぞれの萌出・咬耗段階を示す歯列を含む下顎骨の割

合を表している。図 10 に第四乳臼歯の萌出が完了し、

第一後臼歯の歯槽が開放する「M1-0-0」以降の萌出・咬

耗段階の結果を示した。伊礼原遺跡の結果は示さないが、

概ね野国貝塚群 B 地点、新城下原第二遺跡と同じ結果

を示した。白保竿根田原洞穴遺跡と古我地原貝塚は歯列

が残る資料が少ないため、今回の結果には含めない。

　下田原貝塚のイノシシは他の遺跡のイノシシより若い

個体が多いことが判明した。野国貝塚群 B 地点と新城

下原第二遺跡では、M3-3+3（M3 が萌出し、第三咬頭

の象牙質が出現している段階）の資料が最も多く、下田

原貝塚では M3-3+3 より前の段階である M3-2（M3 の

第二咬頭まで萌出している段階）の資料が最も多い。

　萌出・咬耗段階に対応する年齢は、M3-2 は 30 カ月

に、M3-3+3 は 96 カ月に対応する（表 2）。歯の咬耗・

萌出に関する他の先行研究では、M3 が萌出する時期が、

おおよそ 24-36 カ月である（Clarke 1992；Hongo 1996；

Legge 2013）。また Legge（2013）によると、M3 が完

全に萌出する時期は（M3-3 に相当）、36-42 カ月と算出

できると考えられる。Anezaki（2009）による M3-2 と

M3-3+3 の対応年齢は、60 カ月以上離れているように

見えるが、他の先行研究を参考にすると、M3-3+3 は早

くて 36-42 カ月以降の段階と考えることができる。

6 ｜考察

（1）�後期更新世から完新世初期にかけてのイノ

シシ属について
　琉球列島でイノシシ属が出現または増加していくのは

約２万年前とされ（e.g. 長谷川 1980；藤田 2014）、琉球

列島への渡来に際して人間が関与した可能性も考えられ

る。後期更新世から完新世初期にいたる琉球列島のイノ

シシ属の特徴にどのような時期的、地理的な変異が認め

られるのかを検討するために、まず白保竿根田原洞穴遺

跡のイノシシ属の分析結果について考察する。白保竿根

田原洞穴遺跡のイノシシ属は、サイズの変異の幅が他の

遺跡のイノシシ属より大きいことがわかった。

　M3 の計測値から（図 4、図 5）、白保竿根田原洞穴遺

跡では、ピンザアブ洞穴の M3 計測値に近い後期更新世

相当のサイズ（33mm 以上）、縄文時代の遺跡の M3 計

測値に近いサイズ（20mm-26mm 程度）、さらにその中

間的なサイズの個体が存在することが明らかになった。

臼歯のサイズと年代の関係をより詳細に検討するため

に、放射性炭素年代測定を試みたが、測定に充分なコラー

ゲンを得ることができず（米田穣私信）、イノシシ属資

料による年代測定はできなかった。また 4,000-1,800BP（Ⅲ

A 層）、9,500-8,500BP（Ⅲ B 層）、24,000-16,000BP（Ⅲ C

層）の層から出土した資料が含まれるが（沖縄県立埋蔵

文化財センター編 2017a）、分析結果からはサイズの層

序的な変化（年代の古いものが大型なのか等）は確認で

きていない。

　白保竿根田原洞穴遺跡で観察される大きなサイズ変異

の要因について、以下の可能性が考えられる。中間的な

サイズのものが存在するのは、完新世に、更新世よりも

小型のイノシシ属が新たに導入された結果と考えられ

る。あるいは、後期更新世から完新世初期にかけての温

暖化に加え、島嶼化による小型化が進んだことにより、

このようなサイズの多様性が生じた可能性も考えられ

る。しかし、後期更新世のイノシシ属が完新世まで生き

残ったかどうかは明らかではない。

　一方で、白保竿根田原洞穴遺跡と同時期とした港川

フィッシャー遺跡も、他の遺跡と比べるとサイズの変異

幅は大きい（図 4、図 6）。港川フィッシャー遺跡は後期

更新世の遺跡である。人骨と共に採集された木炭片から

は 18,250 ± 650BP、16,600 ± 300BP の放射性炭素年代

測定値が報告され（諏訪ほか 2011；Kobayashi et al. 

1974）、較正年代はそれぞれ 21,800 cal BP、19,900 cal 

BP である（Kaifu and Fujita 2012）。港川フィッシャー

遺跡も白保竿根田原洞穴遺跡と同様にサイズ変異の幅が

大きいことから、後期更新世のイノシシ属には既に多様

なサイズの個体が存在していた可能性が示唆される。

　現段階では、これらの異なる仮説のいずれが妥当であ

るか、あるいは複数の要因が複合的に作用しているかを

判断することは困難である。また、後期更新世から完新

世初期のイノシシ属に連続性があるかどうかについて

も、再検討が必要である。そのためには、港川フィッ

シャー遺跡を含む後期更新世のイノシシ属資料について

直接放射性炭素年代測定を実施し、サイズ変異の時期的

変遷を検討する必要がある。
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（2）�先史時代の琉球列島にブタがいた可能性に

ついて
①野国貝塚群 B 地点出土のイノシシ属について

　先行研究で野国貝塚群 B 地点出土のイノシシ属資料

の中に、小型の個体が多いことや、窒素同位体の値が高

い個体がいること、リュウキュウイノシシとは異なる系統

の個体が存在することから、家畜ブタが含まれる可能性が

指摘された（高橋 2014；新美・盛本 2021；Minagawa 

et al. 2005）。本研究はこの遺跡のイノシシ属資料全体に

どのような傾向がみられるかに着目した。野国貝塚群 B

地点のイノシシ属の特徴として、現生リュウキュウイノ

シシより小型の個体が多いことが、ブタがいたと指摘さ

れる根拠の一つであった。しかし本研究で歯や四肢骨の

サイズ比較を行った結果、野国貝塚群 B 地点と同時期

の伊礼原遺跡や新城下原第二遺跡のイノシシ属も現生

リュウキュウイノシシより小型の個体が多いことがわか

り、縄文時代前期のイノシシ属に共通した特徴だったと

考えられる。本州の縄文時代におけるイノシシ属のサイ

ズ変化にも同様の傾向がみられ、縄文時代前期のサイズ

は小さく、縄文時代中期以降になるとサイズが大きくな

る（Anezaki et al. 2008, Fig.3）。小型化の原因は明らか

ではないが、日本列島全域で、縄文時代前期にはイノシ

シ属のサイズが比較的小型であった可能性がある。縄文

時代前期にイノシシ属が小型であることが普遍的な現象

だった場合、この時期の琉球列島で小型なイノシシ属が

多いことは、必ずしも家畜の存在を示すものではない。

　野国貝塚群 B 地点でごく少数、リュウキュウイノシ

シと異なる遺伝的特徴を持つ個体が見つかったことに関

しては、遺伝的特徴と小型の体サイズに相関はみられな

いため、評価が難しい。

　家畜ブタを主に消費していた遺跡では、一般的に生後

12 カ月（Stage1）を超える個体は少なく、若い年齢で

殺される個体がほとんどである。野国貝塚群 B 地点出

土のイノシシ属の年齢構成は 12 カ月の時点での生存率

は高く、36－42 カ月の成獣段階（Stage3）の生存率も

50％以上あり、狩猟を行なっていたとされる本州の縄文

時代のイノシシ属の年齢構成（Yamazaki et al. 2002、

図 9）と似た傾向を示している。日本の本州には、出土

するイノシシ属の大半が家畜であるような遺跡がないた

め、家畜ブタの飼育を主としていたトルコの中期青銅器

時代〜鉄器時代の遺跡から出土したイノシシ属の生存率

（本郷 2002；Hongo and Meadow 1998、図 9）と比較し

た。野国貝塚群 B 地点出土のイノシシ属は、全ての年

齢段階において家畜を主に利用した場合よりもはるかに

高い生存率を示し、本州の縄文時代のイノシシ属の年齢

構成に近いことがわかった。これは、イノシシ属の獲得

方法が成獣を主に利用する狩猟であったことを示す。

　琉球列島の縄文時代前期相当の遺跡はイノシシ属の出

土量が多く（樋泉 2002、2014）、集中的に利用されてい

たことが考えられる。伊礼原遺跡や新城下原第二遺跡で

は本州の遺跡に比べると成獣段階の生存率がやや低いこ

とからも、狩猟圧と島嶼化の進行の 2 つの要因が体サイ

ズに影響をもたらした可能性が考えられる。

②下田原貝塚出土のイノシシ属について

　死亡年齢推定と生存率推定から、下田原貝塚のイノシ

シ属は他の遺跡のイノシシ属よりも Stage2（24-36 カ

月）を超えて生き残る個体の割合は少ないことが示され

た。同時期の古我地原貝塚（沖縄本島）と比べても若い

段階で殺されていることから、他の遺跡のイノシシ属と

は異なる利用方法であったことが考えられる。また歯の

萌出・咬耗段階の比較でも下田原貝塚のイノシシ属は、

他の遺跡より若い段階の個体が多いことも示された。

　波照間島は周囲 14km、面積は 1,490ha である（宮城 

1982）。下田原貝塚は、貝塚形成の状況から長期にわた

り定住生活をしていた遺跡であると考えられているが

（當眞 1998）、石器の材料には西表島由来のものが含ま

れており、島間の往来が頻繁にあったと考えられている

（當眞 1998）。下田原貝塚が位置する波照間島に現在イ

ノシシ属は生息しておらず、先史時代のイノシシ属も食

料確保のため島外（西表島）から持ち込まれた可能性が

高いことが指摘されており（沖縄県教育委員会編 

1986；沖縄県立埋蔵文化財センター編 2017b）本研究で

得られた所見もこの解釈を支持するものである。イノシ

シ属は特に第Ⅲ層から多く出土するが、他の層からも出

土しており、複数回の持ち込みがあったと考えられる。

　ただし、下田原貝塚にイノシシ属が持ち込まれていた

としても、運搬されたイノシシ属の個体が継続的に飼育
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されたと結論づけることはできない。その根拠として、

運搬のような人為的介入が、動物が家畜化される前から

行われていたキプロス島の例が挙げられる。キプロス島

の遺跡では完新世初期に人間が新石器文化とともに地中

海の島々へ進出するに伴い、形態的には野生であるイノ

シシ属が持ち込まれていたことが確認された（Vigne et 

al. 2012）。それまで生息していたコビトカバは絶滅し、

狩猟対象の動物がいなかったキプロス島に集落遺跡が形

成されるとともに、それまで島に生息していなかったイ

ノシシ属、キツネ、ウシ、ヒツジなどが出土するように

なる。このうち、イノシシ属は紀元前 9,500 年頃に持ち

込まれたとされ（Vigne et al. 2009）、この年代は西アジ

アでイノシシの家畜化が始まった時期よりも早い。キプ

ロス島に持ち込まれた後、イノシシ属は野に放たれたと

みられ、どの程度人間により管理されていたかは明らか

ではない。一方で、キプロス島のコビトカバが絶滅した

後にイノシシ属が出現することや、集中的な狩猟が行わ

れていたことから、イノシシ属を持ち込んだのは狩猟対

象となる動物を導入するためであり、イノシシ属は自然

繁殖で何代も生息したと考えられている（Price and 

Hongo 2019）。

　日本列島でも、イノシシ属が自然分布しない北海道や

伊豆諸島で縄文時代の遺跡からイノシシ属の骨が出土し

（Yamazaki et al. 2002）、キプロス島の事例と類似した

状況が報告されている。伊豆諸島の遺跡から出土するイ

ノシシ属は、本土のニホンイノシシに比べて小型で、島

で繁殖を繰り返し、島嶼化により小型化したと考えられ

る（Anezaki et al. 2008）。

　下田原貝塚のイノシシ属の出土量は歯牙よりも四肢骨

のほうが多いが、全身の骨格が出土しているため、特定

の部位だけが食肉として運ばれたのではないと考えられ

る（金子 1986）。イノシシ属を飼育し繁殖を繰り返し利

用した場合、野生群から遺伝的に隔離された結果、年齢

構成以外に体サイズや形態の変化が起こる可能性があ

る。しかし下田原貝塚のイノシシ属の M3 最大長のサイ

ズは、狩猟の結果による死亡年齢構成を示した古我地原

貝塚（沖縄本島）のイノシシ属と有意な差はなく、ほぼ

同じサイズであり、形態的な変化はみられない。また、

生存率が低いとはいえ、下田原の生存率は明確な家畜ブ

タと比べると幼獣段階の生存率は依然として高く、家畜

群とは異なった年齢構成である。下田原貝塚のイノシシ

属の生存率が低いのは、若い年齢の個体が持ち込まれ、

資源に乏しい小さな島では維持が難しいため、持ち込み

からそれほど時間をおかずに食料として利用された結果

であると考えられる。

　今後は DNA 分析により下田原貝塚出土のイノシシ属

がどこから持ち込まれたかを検討する必要がある。

7 ｜結論

　先史時代琉球列島のイノシシ属の利用に関して、本稿

では大きく二つの問題を設定した。まず、イノシシ属が

琉球列島に出現した経緯に関し、後期更新世から完新世

初期のイノシシ属の特徴を検討した。白保竿根田原洞穴

遺跡のイノシシ属は現生リュウキュウイノシシよりも大

型の個体から、縄文前期相当の小型の個体までおり、さ

らに中間的なサイズの個体もいることがわかった。

　年齢推定の結果は若成獣から成獣が多く、狩猟により

イノシシ属が獲得されていたとみられる。中間サイズの

資料は、更新世から石垣島にいたイノシシ属の系統と連

続性があるのか、または完新世にイノシシ属が再び琉球

列島へ渡来した可能性が考えられる。サイズ変異と時期

の相関があるかどうかを調べることが望ましいが、本研

究で用いたイノシシ資料の直接放射性炭素年代測定は、

コラーゲンの保存状態が悪いため、測定ができなかった。

したがって、サイズと年代の相関関係は明らかになって

いない。

　二つ目の琉球列島へのブタの導入の問題について、本

研究では、縄文時代の遺跡から出土したイノシシ属は、

野生個体が主体であり、また何世代にも渡って継続して

飼育され家畜化が始まった可能性は低いと結論した。野

国貝塚群 B 地点や下田原貝塚などイノシシ属が飼育さ

れていた可能性が指摘されてきた遺跡の資料について

は、分析の結果からは家畜利用ではなく狩猟によって獲

得されたことが示された。先行研究で指摘されていたの

は、個体レベルで少数のブタの形質を持つ個体が存在し

た可能性であり、本稿は先行研究を全否定するものでは

ない。ただし、野国貝塚群 B 地点で大陸由来の遺伝的

系統を持つ個体が検出されたことは、当時の大陸との交
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流があったことを示す可能性があるものの、骨以外の考

古資料では大陸と琉球列島の交流を示す遺物は確認され

ていない。また、出土したイノシシ属全体の傾向を見る

と、仮に少数のブタの持ち込みが単発的にあったとして

も、長期間飼育管理が継続したことはなかったと考えら

れる。下田原貝塚のように島外からの持ち込みがほぼ確

実な場合はあるが、それらが家畜動物にみられるような、

人間の管理下にあった個体である可能性は低いと結論し

た。

　今後、白保竿根田原洞穴遺跡と港川フィシャー遺跡の

イノシシ属資料に関しては、放射性炭素年代測定が技術

的に可能になれば、サイズと年代の相関関係が明らかに

なることが期待される。また、家畜ブタ導入の時期と経

緯を探るために、縄文時代以降のイノシシ属資料の調査

を行い、サイズや年齢構成に加え DNA 分析や安定同位

体分析など多面的な検討を続ける必要がある。
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註

1）長谷川ほか（2018）で使用されたデータと同一であ

るが、詳細な計測値は掲載されていないため、姉崎

が計測値データを提供し、本研究の分析に用いた。

2）1）と同様に、姉崎が計測値データを提供し、本研究

の分析に用いた。

3）野生イノシシに基づいて年齢を算出しているため、

一部の萌出・咬耗段階に対応する年齢はわかってい

ない。
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